償還事例
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例１：１人の方が障害福祉サービスと介護保険サービスを利用している場合

（基準額＝３７，２００円）
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【障害福祉サービス】利用者負担月額：３０，０００円
→居宅介護、重度訪問介護、短期入所、就労移行・継続支援など

【介護保険サービス】利用者負担月額：２０，０００円
→訪問介護、訪問看護、通所リハ、訪問入浴、福祉用具貸与など

【世帯の利用者負担月額の合計】３０，０００円＋２０，０００円＝５０，０００円

【償還される金額】５０，０００円－３７，２００円＝１２，８００円
例２：世帯内に障害福祉サービスを利用している人が複数いる場合

（基準額＝３７，２００円）
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【障害福祉サービス】利用者負担月額：３０，０００円
→居宅介護、重度訪問介護、短期入所、就労移行・継続支援など
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【障害福祉サービス】利用者負担月額：２０，０００円
→居宅介護、重度訪問介護、短期入所、就労移行・継続支援など

【世帯の利用者負担月額の合計】３０，０００円＋２０，０００円＝５０，０００円

【償還される金額】５０，０００円－３７，２００円＝１２，８００円
例３：１人の障害児が、障害福祉サービスと児童福祉法のサービスを利用している場合

（基準額＝４，６００円）
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【障害福祉サービス】利用者負担月額：３，０００円
→居宅介護、重度訪問介護、短期入所、就労移行・継続支援など

【児童福祉法のサービス】利用者負担月額：４，６００円
→障害児通所支援、障害児入所支援など

【世帯の利用者負担月額の合計】３，０００円＋４，６００円＝７，６００円

【償還される金額】７，６００円－４，６００円＝３，０００円
例４：障害児のきょうだいが、障害福祉サービスと児童福祉法のサービスを利用している場合

（基準額＝４，６００円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（補装具費の支給なし）

【障害福祉サービス】利用者負担月額：３，０００円
→居宅介護、重度訪問介護、短期入所、就労移行・継続支援など

【児童福祉法のサービス】利用者負担月額：４，６００円
→障害児通所支援、障害児入所支援など


【児童福祉法のサービス】利用者負担月額：３，０００円
→障害児通所支援、障害児入所支援など

【世帯の利用者負担月額の合計】３，０００円＋４，６００円＋３，０００円＝１０，６００円

【償還される金額】１０，６００円－４，６００円＝６，０００円
例５：障害児のきょうだいが、障害福祉サービスと児童福祉法のサービスを利用している場合

（基準額＝３７，２００円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（補装具費の支給あり）

※補装具費の支給がある月は、補装具費の上限が適用されます。

【障害福祉サービス】利用者負担月額：３，０００円
→居宅介護、重度訪問介護、短期入所、就労移行・継続支援など

【児童福祉法のサービス】利用者負担月額：４，６００円
→障害児通所支援、障害児入所支援など

【児童福祉法のサービス】利用者負担月額：３，０００円
→障害児通所支援、障害児入所支援など

【補装具の支給】利用者負担月額：３０，０００円
→車いすの支給など

【世帯の利用者負担月額の合計】３，０００円＋４，６００円＋３，０００円＋３０，０００円＝４０，６００円

【償還される金額】４０，６００円－３７，２００円＝３，４００円

